
 

れ
な
い
世
帯
や
、
配
達
に
頼
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
世
帯
に
と
っ
て
は

灯
油
の
値
上
げ
は
深
刻
で
す
。 

低
所
得
の
高
齢
者
、
障
害
者
、
ひ
と

り
親
家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
に
対
し

て
灯
油
購
入
費
を
助
成
す
る
考
え

は
な
い
か
。 

 

町
長 灯

油
の
消
費
量
が
多
い
寒
冷
地

方
に
お
い
て
は
自
治
体
単
位
で
助

成
を
実
施
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本

町
に
お
い
て
は
長
崎
県
の
平
均
灯

油
使
用
料
か
ら
勘
案
し
て
も
、
格
段

に
使
用
料
が
多
い
と
は
認
め
が
た

く
、
灯
油
購
入
費
に
対
す
る
助
成
を

制
度
化
す
る
考
え
は
な
い
。 

 

久
保
田
町
議 

年
金
が
、
昨
年
の
１
０
月
分
か
ら

引
き
下
げ
ら
れ
、
年
間
５
千
７
百
円

も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

生
活
保
護
の
扶
助
費
が
昨
年
８

月
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
３
年
間

で
６
．
５
％
、
子
育
て
で
子
ど
も
た

ち
が
多
い
世
帯
ほ
ど
引
き
下
げ
率

が
高
く
て
、
最
大
で
１
０
％
引
き
下

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

１
２
月
に
支
給
さ
れ
る
期
末
一

時
扶
助
費
は
、
２
４
年
度
は
１
人
１

万
９
９
０
円
で
、
人
数
か
け
分
が
支

給
さ
れ
ま
し
た
。
（
ウ
ラ
に
続
く
）

（
昨
年
１
１
月
の
号
数
が
間
違
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
本
号
で
訂
正
し
ま
す
）
。 

       
 

                         

                                

                                

 
 

久
保
田
町
議 

消
防
団
員
の
公
務
上
の
死
亡
、
重

度
障
害
に
給
付
さ
れ
る
福
祉
共
済

制
度
が
あ
り
ま
す
。
共
済
掛
け
金

（
３
千
円
）
の
二
分
の
一
を
助
成
す

る
考
え
は
な
い
か
。 

 

町
長 共

済
制
度
は
個
人
の
生
命
保
険

と
、
個
人
所
有
の
持
ち
家
の
火
災
保

険
で
あ
る
。 

あ
く
ま
で
も
、
個
人
の
保
険
で
あ
り

助
成
す
る
考
え
は
な
い
。
公
務
上
の

負
傷
な
ど
に
つ
い
て
は
公
務
災
害

補
償
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
助
成
す
る
考
え
は
な
い
。 

福
祉
灯
油
に
つ
い
て 

久
保
田
町
議 

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
灯
油
購

入
費
助
成
（
福
祉
灯
油
）
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。 

昨
年
の
春
頃
か
ら
様
々
な
食
品

の
価
格
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
円
が

弱
く
な
っ
た
こ
と
で
、
輸
入
に
依
存

し
て
い
る
小
麦
や
食
用
油
、
飼
料
な

ど
と
一
緒
に
原
油
価
格
が
高
騰
し

て
町
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。 

例
外
な
く
、
灯
油
も
値
上
が
り
し

て
一
八
リ
ッ
ト
ル
が
１
８
０
０
円

以
上
、
配
達
で
は
２
千
円
以
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。
車
の
所
有
が
認
め
ら 

 

     
 

久
保
田
か
ず
え
町
議 

本
町
の
消
防
団
員
は
、
定
員
２
９

０
名
に
対
し
て
１
月
時
点
で
２
１
名

も
少
な
く
、
定
員
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る 

消
防
団
員
は
、
普
段
は
会
社
員
だ

っ
た
り
、
農
業
や
漁
業
の
仕
事
を
持

っ
て
い
る
人
が
火
事
や
災
害
が
起
き

た
時
に
は
仕
事
を
中
断
し
て
現
場
に

駆
け
付
け
て
、
防
火
や
防
災
活
動
を

行
う
非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
町
は
、
雲
仙
地
溝
南
縁
東
部
断

層
帯
と
西
部
断
層
帯
の
連
動
が
起
き

た
場
合
は
、
震
度
４
～
５
弱
の
最
大

の
被
害
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
想
定
も
し
て
い

な
か
っ
た
玄
海
原
子
力
発
電
所
の
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
、
松
浦
市
民
の

方
々
８
千
人
が
避
難
し
て
来
ら
れ
ま

す
。
風
向
き
に
よ
っ
て
は
町
民
の
避
難

に
あ
た
る
事
も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

高
齢
化
の
進
展
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
薄
れ
る
中
、
今
や
消
防
団
員
は
地

域
の
防
災
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。 

３
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
は
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
で
２
５
３
人
と

い
う
多
く
の
消
防
団
員
が
犠
牲
に
な
ら

れ
ま
し
た
。
雲
仙
普
賢
岳
の
火
砕
流
災

害
で
も
１
２
人
の
消
防
団
員
が
な
く
な

ら
れ
ま
し
た
。
も
は
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
だ
け
に
頼
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。 

本
町
の
消
防
団
員
一
人
が
抱
え
る
町

民
の
数
は
５
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
波

佐
見
町
の
４
４
人
、
東
彼
杵
町
の
２
３

人
と
比
較
す
る
と
負
担
は
大
き
く
な
っ 

て
い
る
。
消
防
団
員
個
人
の
持
ち
車

の
ガ
ソ
リ
ン
消
費
に
つ
い
て
助
成

す
る
考
え
は
な
い
か
。 

 

町
長 消

防
団
員
が
出
動
す
る
時
は
、
費

用
弁
償
と
し
て
出
動
手
当
に
含
ま

れ
て
お
り
、
別
途
助
成
す
る
考
え
は

な
い
。 

 

久
保
田
町
議 

団
員
手
当
や
、
出
動
手
当
は
分
団

で
積
み
立
て
て
親
睦
会
な
ど
に
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中

の
ガ
ソ
リ
ン
代
の
助
成
は
家
族
に

対
し
て
も
、
本
人
に
も
励
み
に
な
る

と
思
う
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
上
限

を
決
め
て
、
補
助
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。 

    
 
 
 

 

町
長 消

防
団
と
言
う
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
な
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ソ

リ
ン
代
を
助
成
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
ど
う
い
う
制
度
を
構
築
し
て

よ
い
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。 

  

 

第１４３号 
 

2014 年４月  

日
本
共
産
党
川
棚
支
部 

町
議
会
議
員 

久
保
田
か
ず
え 

電
話
（
８
３
）
２
３
９
８ 

 

 

久保田かずえ町議 

消
防
団
員
確
保
と
団
員
へ
の
助
成
の
拡
充
を 

久
保
田
か
ず
え
町
議
は
、
２
０
１
４
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
消
防
団
員
の

処
遇
改
善
、
福
祉
灯
油
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。 

第３分団猪乗支

隊：平成１８年式 


